


週1回50分のレッスンを受けます。先生と1対1で、テクニックや音楽表現など細かな指導を受け
ます。加納高校には実技指導の講師の先生が27名います。年2回実技テストがあり、後期は公開
（保護者対象）となります。お互いのレッスンを見学する機会もあり、自分の演奏に役立ちます。

主専攻がピアノの人は、1・2年生は弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）を勉強
し、定期演奏会や卒業演奏会などの合奏のメンバーになることもできます。3年生は声楽のレッス
ンを受けます。声楽、管弦打楽器が主専攻の人は、3年間ピアノを勉強します。

《ピアノ》 連弾やピアノデュオ、他の楽器とのアンサンブルや伴奏を学びます。
《声楽》 二重唱、三重唱を、オペラや歌曲を通して学びます。せりふや振り付けについても勉強します。
《管弦打楽器》 同属楽器との重奏や、他楽器とのアンサンブルを学習します。

「楽典」といって、音楽活動に必要な最低限の知識や楽譜に記すための約束・規則を説明する理
論を中心に学びます。２年生では「和声」という、和音の性質や機能、作曲法を勉強する授業もあ
り、楽譜を読み取る力や分析する力を付けます。

古代から近・現代までの音楽の特徴や歴史的背景をとらえ、作曲家の生涯や作曲にまつわるエピ
ソードに触れたり、代表作品を鑑賞します。また、日本音楽史についても学習します。

国語、英語、地歴・公民、数学、理科、保健体育、家庭科、情報などたくさんの科目を勉強します。感
動を呼ぶ演奏には、幅広く勉強し「教養」を身に付けることも必要なのです。

演奏に必要な、音楽の基礎的な力を付けるための勉強です。
《聴音》 リズム、旋律、和声などの音楽の諸要素を正確に聴き取る力を付けます。

 ピアノで演奏される単旋律、複旋律、和音を聴いて、楽譜に書き取ります。
《視唱》 楽譜を正確に読み取り、正しい音程とリズムで歌う練習をします。さらには強弱や速度の変化、  

 曲想も初見で表現することを目指しています。

授業は1～3年生合同で、合唱と合奏に分かれて週１回行いま
す。定期演奏会、卒業演奏会、卒業式、入学式などで演奏しま
す。合奏のメンバーは、管弦打楽器専攻の人と副科弦楽器の人、
曲によりピアノやチェンバロなどの鍵盤楽器奏者も加わります。
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